
平
成
20
年
 

平
成
19
年
 11

月
 

10
月
 

9
月
 

8
月
 

7
月
 

6
月
 

5
月
 

4
月
 

3
月
 

2
月
 

 

 

1
月
 

12
月
 

11
月
 

10
月
 

10
・
24
　
林
野
庁
職
員
研
修
　
施
設
利
用
 

11
・
11
　
木
質
構
造
研
究
会
 

 11
・
15
　
筑
波
大
学
付
属
中
学
校
 

11
・
16
　
東
北
森
林
管
理
局
 

11
・
17
　
秋
田
県
農
林
水
産
部
　
秋
田
ス
ギ
振
興
課
 

 11
・
22
　
千
葉
県
立
特
別
支
援
学
校
流
山
高
等
学
園
　
木
工
コ
ー
ス
 

11
・
22
　
東
京
農
業
大
学
　
木
材
工
学
研
究
室
 

12
・
20
　
木
工
体
験
教
室
準
備
 

 2
・
3 
& 
10
　
子
供
み
こ
し
づ
く
り
 

  1
・
19  
& 
26
　
木
工
体
験
教
室
 

1
・
27
　
子
供
み
こ
し
づ
く
り
 

3
・
6
　
林
野
庁
セ
ミ
ナ
ー
　
施
設
利
用
 

3
・
7
　
社
団
法
人
　
東
京
都
江
東
産
業
連
盟
 

3
・
19
　
日
本
合
板
商
業
組
合
 

4
・
5
　
丸
紅
建
材
株
式
会
社
新
人
研
修
 

4
・
13
　
京
北
加
工
組
合
 

4
・
20
　
木
の
し
お
り
作
り
 

5
・
10
　
木
の
し
お
り
作
り
 

5
・
21
　
神
奈
川
県
立
平
塚
高
等
職
業
訓
練
校
 

5
・
23
　
小
名
木
川
小
学
校
 

5
・
29
　
第
五
砂
町
小
学
校
 

5
・
30
　
東
京
都
議
会
議
員
　
花
粉
症
対
策
推
進
議
員
連
盟
 

6
・
5
　
南
陽
小
学
校
 

6
・
6
　
扇
橋
小
学
校
 

6
・
10
　
川
南
小
学
校
 

6
・
15
　
大
阪
木
材
仲
買
協
同
組
合
 

6
・
18
　
東
京
都
立
城
南
職
業
能
力
セ
ン
タ
ー
木
工
技
術
科
　
品
川
校
 

6
・
27
　
第
六
砂
町
小
学
校
 

7
・
11
　
東
京
木
材
壮
青
年
ク
ラ
ブ
 

7
・
13
　
日
本
日
曜
大
工
ク
ラ
ブ
 

7
・
16
　
東
京
港
湾
事
務
所
　
校
外
学
習
の
中
学
生
見
学
 

7
・
17
　
第
一
大
島
小
学
校
 

7
・
18
　
東
京
都
立
城
南
職
業
能
力
セ
ン
タ
ー
木
工
技
術
科
　
足
立
校
 

7
・
30
　
N
P
O
法
人
　
住
宅
長
期
保
証
支
援
セ
ン
タ
ー
　
勉
強
会
利
用
 

8
・
2
　
ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
 

8
・
6
　
東
京
女
子
大
学
　
竹
内
ゼ
ミ
 

8
・
8 
& 
22 
& 
29
　
東
京
港
湾
事
務
所
　
親
子
学
習
会
 

8
・
9 
& 
10
　
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
 

8
・
16 
& 
17
　
ビ
ー
玉
落
と
し
 

8
・
21 
　
江
東
区
区
役
所
職
員
 

9
・
12 
　
東
砂
小
学
校
 

9
・
18 
　
財
団
法
人
　
森
と
む
ら
の
会
 

 9
・
25 
　
毛
利
小
学
校
 

10
・
1 
　
社
団
法
人
　
千
葉
県
建
築
士
会
柏
支
部
 

10
・
2 
　
神
奈
川
県
林
業
協
会
湘
南
支
部
 

10
・
24 
　
群
馬
県
立
農
林
大
学
校
 

10
・
27 
　
社
団
法
人
　
千
葉
県
建
築
士
会
銚
子
支
部
 

8
・
23 
& 
24
　
親
子
で
木
と
触
れ
合
う
も
の
づ
く
り
 

来館者10000人達成！ 

OPEN !

 

10001 
人目のお客さま

 

アリエフ・ディリルフさん（BRIX JAPAN日本ユーラシア（CIS諸国） 
正規代理店 代表取締役）（右から岡野館長、アリエフ・ディリルフさん） 

原譲博士（オハイオ州立トリド大学外国語学部日本語学科 科長） 
後景は、原先生が引率されてきたトリド大学の学生の皆さん 

岡野館長から記念品の贈呈を受ける井坂さん 

オープン初日、たくさんの方に来館いただきました 

来館された東京都議会議員の方々は、 
熱心に展示をごらんくださり、 

参考になったと 
おっしゃってくださいました。 

小学生とそのご家族が港湾所有の監視船で東京湾を巡りながら、 
「木材･合板博物館」をはじめとする新木場の教育施設を訪れました。 

博物館開館以来、二度目のジャパン建材フェア。 
今回も各営業所のお客様がたくさん来館されました。 

記念色紙にサインする井坂さん 

平成20年11月14日午前11時10分、ついに来館者10000人達成！ 

来館者 
10000人達成！ 

9999 
人目のお客さま

 

来館者 
10000人達成！ 

10000人目のお
客さまは、 

井坂一二さん 

（㈱イサカホーム
代表取締役）でした

。 

11
月
、木
材
木
材
・
合
板
博
物
館

合
板
博
物
館
は
来
館
者
数

来
館
者
数
1
万
人
万
人
を
達
成
達
成
し
ま
し
た
。 

開
館
開
館
か
ら
の
１
年
間
年
間
を
ア
ル
バ
ム
で
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
た
。
 

開
館
か

開
館
か
ら
の
1
年
を
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
 

11
月
、木
材
・
合
板
博
物
館
は
来
館
者
数
1
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。 

開
館
か
ら
の
１
年
間
を
ア
ル
バ
ム
で
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
た
。
 

開
館
か
ら
の
1
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
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ワークショップ 

ジグソーパズル 
& 

スギ合板BOX

1月19日（土）・1月26日（土） 

木工体験教室 
平成20年 

1月27日（日）、2月2日（土）、 
2月3日（日）、10日（日） 

子供みこしづくり 
平成20年 

4月20日（日）、5月10日（土） 

木のしおりづくり 
平成20年 

6月14日（土）、22日（日） 

合板ってなに？ 
平成20年 

8月9日（土）、10日（日） 

コリントゲーム 
平成20年 

8月2日（土） 

ウッドバーニング 
平成20年 

「木材･合板
博物館」初の

ワークショップ
。 

小学生以下の
お子様から6

0代の方まで
が参加してく

ださり、 

自分だけのジ
グソーパズル

を制作しまし
た。 

江東区文化セ
ンターとの共

同事業。 

大工さんと一
緒に子供たち

がのこぎりや
のみ、 

げんのう等を
使って子供み

こしの土台を
つくりあげまし

た。 

8月16日（土）、17日（日） 

ビー玉落とし 
平成20年 

8月23日（土）、24日（日） 

親子で木と触れ合う 
ものづくり 
平成20年 

スギの合板を
使って、 

ピタゴラスイッ
チでおなじみ

の「ビー玉落
とし」を作りま

した。 

単純そうに見
えて、意外と

難しい…みん
な一生懸命取

り組んで、とて
も楽しそうでし

た。 

金山杉をつか
って、釘やボ

ンドを使わな
いイスと千鳥

格子のパズル
を作りました

。 

大工さんに道
具の使い方を

教わりながら
、親子で作業

。 

親御さんの方
が夢中になっ

てしまいました
。 

ワークシートを
片手に展示室

を探検。 

質問に答えな
がら合板を学

んで、 

パズルを組み
立てることで

実際に合板に
触れました。 

突板と押し花
でオリジナル

のしおりをつ
くりました。 

組み合わせや
デザインに個

性がある、 

素敵なしおり
が完成しまし

た。 

スギ合板を盤
面に、色をつ

けたり絵を描
いて、 

釘を打って…
思い思いのデ

ザインで作っ
た手作りのパ

チンコ台「コリ
ントゲーム」。

 

一枚の合板か
ら、素敵な作

品が生まれま
した。 

合板をベース
に下絵を転写

して、 

電熱ペンでな
ぞって焦がし

て絵を描く「
ウッドバーニ

ング」。 

子供も大人も
、夢中になって

作品に取り組
みました。 

5月 23日 小名木川小学校 
 29日 第五砂町小学校 
 
6月 5日 南陽小学校　　 
 6日 扇橋小学校 
 10日 川南小学校 
 27日 第六砂町小学校 
  
7月 17日 第一大島小学校 
  
9月 12日 東砂小学校 
 25日 毛利小学校 

小学校社会科見学 
平成20年 

博物館の入っ
ているビル、 

　　　新木
場タワーの1

8階でお昼ご
はんを食べま

した。 

ベニヤレース
から出てくる

単板を 

　　　興味
深そうに見つ

めていました
。 

みんな館長の
話をよく聞い

て、 

　　　楽しみ
ながら学んで

くれました。 

小学校 
社会科見学 
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迎
え
て
く
れ
た
の
は
内
藤
幸
男
さ
ん
。

「
お
知
り
に
な
り
た
い
の
は
、
ベ
ニ
ヤ
レ

ー
ス
の
こ
と
で
す
か
？
」
ベ
ニ
ヤ
レ
ー

ス
だ
け
で
な
く
名
南
製
作
所
は
合
板
製

造
ラ
イ
ン
の
全
体
を
設
計
開
発
す
る
機

械
開
発
メ
ー
カ
ー
で
す
。
う
か
つ
に
も
、

こ
の
肝
心
な
こ
と
を
私
た
ち
は
失
念
し

て
い
ま
し
た
。

内
藤
さ
ん
は
、
当
時
の
名
南
社
内
を

８
ミ
リ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム

を
見
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
当
時
を
振

り
返
り
な
が
ら
内
藤
さ
ん
は
、
そ
の
頃

の
合
板
製
造
ラ
イ
ン
は
大
き
な
難
点
を

抱
え
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

か
つ
ら
剥
き
さ
れ
た
単
板
が
、
く
る
く

る
と
カ
ー
ル
さ
れ
た
状
態
で
レ
ー
ス
を

出
て
く
る
こ
と
。
次
の
工
程
に
単
板
を

送
り
こ
む
た
め
に
は
作
業
員
が
手
作
業

で
カ
ー
ル
状
態
の
単
板
を
押
し
広
げ
る

必
要
が
あ
り
、
ラ
イ
ン
の
動
き
に
は
大

き
な
ロ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

「
お
ば
さ
ん
た
ち
が
、
レ
ー
ス
の
後
ろ

で
待
ち
構
え
て

い
て
、
次
々
と
出

て
く
る
単
板
の
く

る
く
る
状
の
カ
ー
ル

を
直
す
ん
で
す
。
休
み

な
し
に
作
業
し
て
も
、
と

き
に
作
業
は
滞
る
。
す
る
と

そ
れ
は
そ
の
都
度
、
次
の
工
程
に

も
無
駄
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。
コ
ス
ト
の
嵩
張
り
は
人
件
費
に

と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
訳
で
す
。」
終
始
、

柔
和
な
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
内
藤
さ
ん

は
、
当
時
の
合
板
工
場
の
苦
労
を
分
か

り
や
す
く
お
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

内
藤
さ
ん
は
当
時
、
営
業
マ
ン
と
し
て

合
板
工
場
の
現
実
を
つ
ぶ
さ
に
見
続
け

て
き
た
人
で
す
。
合
板
メ
ー
カ
ー
の
誰

も
が
頭
を
か
か
え
る
難
題
で
し
た
。

「
ど
の
合
板
工
場
で
も
、
※
ロ
ー
タ
リ

ー
レ
ー
ス
の
後
ろ
に
は
巻
き
取
れ
な
い

カ
ー
ル
し
た
端
材
が
山
の
よ
う
に
積
ま

れ
て
い
た
。
そ
れ
が
年
を
追
う
ご
と
に

だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て
い
た
。
原
木
を

剥
く
と
繋
が
っ
て
い
る
も
の
は
巻
き
取

れ
た
が
、
繋
が
っ
て
い
な
い
端
材
は
カ

ー
ル
し
て
巻
き
取
れ
な
か
っ
た
」（
日
刊

木
材
新
聞
2
0
0
8
年
9
月
6
日
号

シ
リ
ー
ズ
連
載
「
木
と
共
に
生
き
て

長
谷
川
克
次
」
か
ら
）

ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
か
ら
次
ぎ
の
工
程
に

至
る
ラ
イ
ン
、
こ
の
直
結
無
人
化
が
実

現
で
き
た
ら
、
合
板
工
場
の
救
世
主
と

な
る
発
明
で
す
。
他
の
メ
ー
カ
ー
も
こ

の
課
題
に
必
死
に
取
り
組
み
、
様
々
な

特
許
も
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
画
期
的

成
果
に
は
至
ら
ず
に
い
ま
し
た
。

名
南
製
作
所
も
こ
の
課
題
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

名
南
製
作
所
が
考
案
し
た
解
決
方
法

は
、
ガ
ン
ギ
ロ
ー
ル
式
レ
ー
ス
の
開
発

で
し
た
。
カ
ー
ル
は
単
板
裏
面
の
割
れ

が
少
な
い
た
め
に
お
こ
る
の
だ
か
ら
、

表
面
に
も
ガ
ン
ギ
の
爪
で
割
れ
を
入
れ

た
ら
カ
ー
ル
は
止
ま
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
発
想
で
す
。
し
か
し
爪
で
刺
す

だ
け
で
は
割
れ
目
が
閉
じ
て
し
ま
っ
て
、

上
手
く
い
か
な
い
。

多
く
の
名
南
社
員
が
関
わ
り
、
開
発

担
当
社
員
の
福
井
強
さ
ん
、
平
岩
賢
一

さ
ん
の
二
人
は
夜
遅
く
ま
で
実
験
を
繰

り
返
す
毎
日
。
長
谷
川
社
長
も
接
客
が

終
わ
れ
ば
夜
も
二
人
に
加
わ
っ
て
、
旋

盤
の
う
え
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た

と
言
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
二
人
は
、
刃

先
の
直
前
に
ガ
ン
ギ
を
お
い
て
爪
を
入

れ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
ま
す
。

さ
ら
に
、
モ
ー
タ
ー
付
き
の
小
さ
な
減

速
機
を
取
り
付
け
、
ガ
ン
ギ
を
動
力
で

回
し
た
ら
ど
う
か
と
考
え
ま
し
た
。

従
来
の
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
は
、
原
木
の

中
心
に
両
端
か
ら
ス
ピ
ン
ド
ル
を
深
く

差
し
込
ん
で
レ
ー
ス
に
固
定
し
、
ス
ピ

ン
ド
ル
を
通
じ
て
回
転
の
動
力
を
送
る

方
式
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
方
式

で
は
軸
に
大
き
な
負
荷
が
か
か
り
ま
す
。

し
ぜ
ん
ス
ピ
ン
ド
ル
も
大
き
く
な
り
、

剥
き
残
る
芯
部
分
も
大
き
な
直
径
を
も

っ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
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名
南
製
作
所
は
愛
知
県
大
府
市
梶
田

町
に
あ
り
ま
す
。
J
R
東
海
道
線
「
共

和
」
駅
を
降
り
、
タ
ク
シ
ー
に
行
き
先

を
告
げ
る
と
「
メ
イ
ナ
ン
さ
ん
？
い
い

会
社
だ
よ
。
人
を
大
切
に
す
る
会
社
っ

て
の
は
、
あ
あ
で
な
く
ち
ゃ
。」
運
転
手

さ
ん
が
言
い
ま
す
。
正
門
を
は
い
る
と

社
屋
正
面
に
大
き
く
刻
ま
れ
た
「
F=

m
α
」
の
文
字
。
運
転
手
さ
ん
の
こ
と

ば
も
、
F=

m
α
の
意
味
も
、
私
た
ち
は

こ
の
後
で
教
え
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

―
§

―

合
板
に
か
け
た

木
工
機
械
メ
ー
カ
ー
の
矜
持

明治40年（1907年）、名古屋の
浅野吉次郎氏がベニヤレースを開
発しました。日本の合板100年史の
元年を決定づけたエポックメーキン
グな出来事でした。
合板製造になくてならない木工

機械、ベニヤレース。木材・合板博
物館ではこのベニヤレースを展示
し、スタッフが操作実演しています。
原木の回転にあわせて、薄い単板
がするすると姿を現わします。来館
者の耳目を集めるメイン展示となっ
ています。
合板素材の単板をいとも容易に

産み出してみせる木工機械。しかし、
ここに至るまでには木工機械メーカ
ーの執念をかけた開発の歴史があ
りました。
私たちスタッフは、展示マシンの

寄贈者でもある名南製作所を訪ね
ました。

いつも笑顔の内藤さん

探
訪
記

「
シ
ル
ク
の
板
」
の
誕
生

〜
ア
リ
ス
ト
レ
ー
ス
開
発
の
と
き
〜

ベニヤレースの仕組み

ア
リ
ス
ト
レ
ー
ス
開
発
メ
ー
カ
ー

株
式
会
社
名
南
製
作
所

合
板
1
0
1
年
　
開
館
1
周
年
記
念
特
集
　
◎
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス

名南製作所の正門社屋に刻まれた
F=maの文字

※
ロ
ー
タ
リ
ー
レ
ー
ス

ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
は
通
称
と
し
て
、
ロ
ー

タ
リ
ー
レ
ー
ス
ま
た
は
単
に
レ
ー
ス
、

あ
る
い
は
ロ
ー
タ
リ
ー
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
正
式
名
称
は
ベ
ニ
ヤ
レ

ー
ス
で
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
と
い
う
の

は
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
で
剥
い
た
単
板
が

ロ
ー
タ
リ
ー
ベ
ニ
ヤ
だ
か
ら
で
す
。

他
に
は
、
ス
ラ
イ
サ
ー
に
よ
る
ス
ラ

イ
ス
ト
ベ
ニ
ヤ
、
鋸
に
よ
る
ソ
ー
ド
ベ

ニ
ヤ
が
あ
り
ま
す
。（「
木
と
合
板
」
第

2
号
「
館
内
探
訪
Ｑ
＆
Ａ
ベ
ニ
ヤ
レ
ー

ス
」
よ
り
）

◎Gangi

ベニヤレースに並べて装着されたガンギ



合板用原木（丸太）を輸入 
国産の場合は間伐材を使用 

節 

コアビルダー 

グルーミキサー 

スブレッター 

コールドプレス 模型式ホットプレス 

ダブルソー 
サンダー 

クリッパー 

単板乾燥機（ドライヤー） 

原木 

チャージャー（芯出装置） 

ロータリーレース 

原板用ロールクリッパー 

中板用クリッパー 原板搬送ライン 

表板 

中板 

裏板 

原木は貯木場から工場へ 
針葉樹原木は土場から工場へ 

原木を所定の長さに切断する 
（この後、蒸射処理をするものもある） 

原木を芯出し装置により芯出し後、ロータリーレースにより 
大根のカツラムキの様に原木をむいて（切削）、薄い単板にする（厚さ0.6mm～5.0mm位） 
むいた単板を、裁断（クリッパー）し、表・裏板、中板に分類する 

単板をドライヤーで乾燥させる（乾燥はボイラーからの蒸気・熱による）（160℃～180℃） 
乾燥させた単板を裁断する 

単板を補修したり、小巾板をハギ合わせる 
単板を表裏用、中板用に分けて仕組みをする 

合板の用途に応じて、各種の接着剤を 
配合し中板の両面に塗布する 

接着した合板を常温で仮圧締する（20分位） 110～135℃の温度をかけて8～12kgf/cm2の 
圧力で圧締し接着剤を熱硬化させ成形する 
（この装置を縦置式にしたものもある） 

合板の四方の端を切断し、 
所定の寸法にする 

合板の表面を平滑に研磨する 一枚一枚検査し不良品を取り除く 

出　荷 

原木入荷 

原木陸揚 

原木玉切 

原木切削　単板堆積 

単板乾燥　単板切断 調板（選別・補修・仕組） 

接着剤塗布 冷　圧 熱　圧 

寸法裁断 
 

検　査 研磨仕上げ 

�
�

�
�

� �

��	

�
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合板のできるまで 合板のできるまで 

原木を所定の長さに切断する 
（この後、蒸射処理をするものもある） 
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し
た
。
ガ
ン
ギ
ロ
ー
ル
式
の
外
周
駆
動

型
レ
ー
ス
は
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス

と
原
材
料
の
無
駄
を
も
一
挙
に
解
決
す

る
ア
イ
デ
ィ
ア
で
し
た
。
現
在
で
は
剥

き
心
径
が
32
mm
と
い
う
高
性
能
機
も
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
。

ガ
ン
ギ
ロ
ー
ル
を
回
転
さ
せ
た
そ
の

時
、
刃
先
の
直
前
に
お
い
た
ガ
ン
ギ
ロ

ー
ル
が
作
動
し
て
カ
ー
ル
が
止
ま
り
、

平
ら
な
単
板
が
出
て
き
ま
し
た
。
社
員

全
員
が
固
唾
を
の
ん
で
見
守
る
実
験
の

さ
中
の
出
来
事
で
し
た
。

「
私
は
見
て
い
た
。
驚
い
た
。
確
か

に
動
力
は
外
か
ら
入
っ
て
い
る
。
ま
さ

し
く
シ
ル
ク
の
単
板
だ
っ
た
。
歯
を
食

い
し
ば
り
歓
喜
に
堪
え
た
。
モ
ー
タ
ー

を
付
け
る
発
想
を
二
人
の
う
ち
ど
ち
ら

が
動
い
た
の
か
は
未
だ
に
聞
い
て
い
な

い
。
昭
和
52
年
、
外
周
駆
動
誕
生
の
瞬

間
だ
っ
た
。」（
前
掲
「
木
と
共
に
生

き
る
」）

こ
の
機
械
は
「
ア
リ
ス
ト
レ
ー
ス
」

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
外
周
駆
動
と
同

じ
く
外
部
が
回
転
す
る
※
天
動
説
を
唱

え
た
※
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
ち
な
ん
で
、

「
人
の
手
を
抜
く
、
省
人
化
す
る
」
と
い

う
意
味
で
「
テ
」
を
抜
い
て
、「
ア
リ
ス

ト
レ
ー
ス
」。

し
か
し
、
難
産
の
末
に
誕
生
し
た
ア

リ
ス
ト
レ
ー
ス
は
、
す
ぐ
に
は
当
時
の

ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
の
主
流
に
は
な
れ
な
か

っ
た
と
言
い
ま
す
。
当
時
、
合
板
製
品

の
ク
ォ
リ
テ
ィ
は
原
木
の
質
に
依

存
す
る
と
い
う
思
考
が
、
メ
ー

カ
ー
の
大
勢
を
占
め
て
い
て
、

原
木
に
傷
を
つ
け
る
こ
と
自
体

に
少
な
か
ら
ぬ
抵
抗
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
名
南
に
は
、

レ
ー
ス
開
発
に
取
り
組
む
前

に
サ
ン
ダ
ー
の
開
発
も
手
が

け
、
表
面
仕
上
げ
技
術
研

究
の
蓄
積
が
あ
り
、
中
板

な
ら
傷
が
つ
い
て
も
製
品

表
面
に
は
出
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と

は
証
明
済
み
で
し
た
。

そ
う
し
て
い
る
う
ち
、
輸
入
原
木
の

質
は
だ
ん
だ
ん
低
下
し
、
メ
ー
カ
ー
は

質
の
悪
い
原
木
の
木
口
面
に
手
を
焼
い

て
い
ま
し
た
。
ア
リ
ス
ト
レ
ー
ス
の
テ

ス
ト
ラ
ン
に
協
力
し
た
浅
井
合
板
さ
ん

で
は
、
切
り
落
と
し
部
分
の
タ
ン
コ
ロ

（
剥
き
残
っ
た
芯
部
分
）
を
ア
リ
ス
ト
レ

ー
ス
で
剥
い
て
中
板
に
入
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て
つ
い
に
、
輸
入
量
に

も
翳
り
が
見
え
始
め
ま
す
。
メ
ー
カ
ー

に
と
っ
て
質
が
良
く
安
い
原
木
を
探
し

※
天
動
説

天
動
説
（
て
ん
ど
う
せ
つ
）
は
、
す

べ
て
の
天
体
が
地
球
の
周
り
を
公
転

し
て
い
る
と
い
う
学
説
の
こ
と
。
大

別
し
て
、
エ
ウ
ド
ク
ソ
ス
が
考
案
し

て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
哲
学
体
系
に

と
り
こ
ま
れ
た
同
心
天
球
仮
説
と
、

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
天
動
説
の
2
種

が
あ
る
。
単
に
天
動
説
と
言
う
場
合
、

後
発
で
最
終
的
に
体
系
を
完
成
さ
せ

た
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
天
動
説
の
こ

と
を
指
す
こ
と
が
多
い
。（
Ｗ
ｉ
ｋ

ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
よ
り
）

※
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
。
プ
ラ
ト

ン
の
弟
子
。
プ
ラ
ト
ン
が
イ
デ
ア
を

超
越
的
な
も
の
と
考
え
た
の
に
対

し
、
形
相
（
エ
イ
ト
ス
）
を
質
料
に

内
在
す
る
種
的
本
質
と
考
え
、
質
料

を
形
相
実
現
の
可
能
性
と
見
、
あ
ら

ゆ
る
生
成
過
程
を
質
料
が
形
相
を
実

現
す
る
過
程
と
し
て
説
明
し
た
。
ア

テ
ネ
に
リ
ュ
ケ
イ
オ
ン
と
い
う
学
校

を
開
き
（
そ
の
学
徒
は
逍
遥
学
派
と

呼
ば
れ
る
）、
そ
の
研
究
は
論
理
・

自
然
・
社
会
・
芸
術
の
あ
ら
ゆ
る
方

面
に
及
ん
だ
。「
形
而
上
学
」「
自
然

学
」
を
は
じ
め
、
論
理
学
・
倫
理

学
・
政
治
学
・
詩
学
・
博
物
学
な
ど

に
関
す
る
多
数
の
著
作
が
あ
る
。

（「
広
辞
苑
」
よ
り
）

合板のできるまで　イメージ図解（出展　日本合板工業連合会ＨＰサイトより　http://www.jpma.jp/index.html ）

浅野翁座像（合板会館（中日本
合板工業組合）館内にて撮影）

「科学する心」は単に知
識であってはいけない。
ものの見方全般に関わ
ることだと、熱く語る長
谷川会長。今年81歳に
なられました。

わが国の合板製造の歴史は、明治40年（1907年）に名古屋の浅野
吉次郎氏がベニヤレースを開発したことに始まります。浅野吉次郎氏
は安政6年（1859年）生まれ、17歳頃から木材加工業に関わったと伝
えられています。明治38年、イギリス製の茶箱を入手した商社マンが
浅野木工所の氏に合板製造を相談したのがきっかけとなり、氏が独自
に合板の研究をはじめて2年後、日本で最初のベニヤレースが誕生し
ました。ベニヤレースはその後、幾多の改良を重ねられて今日に至っ
ています。国産合板発祥の地となった名古屋には、中日本合板工業
組合の合板会館があり、敷地内にわが国合板の父となった浅野翁の
功績をたたえ銅像が建立されています。

浅野氏苦心の発明によるベニヤレース第
1号機（伏見氏原図「合板50年史」より）

当時のベニヤレース（「合板50年史」より）

わ が 国 合 板 の 父 、 浅 野 吉 次 郎 翁

浅野翁胸像（館外）

早
く
産
ま
れ
す
ぎ
た
マ
シ
ン
、

ア
リ
ス
ト
レ
ー
ス
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続
け
る
こ
と
に
も
限
界
が
来
始
め
て
い

ま
し
た
。

針
葉
樹
合
板
の
時
代
が
、
も
う
す
ぐ

目
の
前
に
来
て
い
ま
し
た
。
少
し
早
く

産
ま
れ
す
ぎ
た
ア
リ
ス
ト
レ
ー
ス
が
、

合
板
生
産
の
原
木
依
存
度
を
低
め
る
木

工
マ
シ
ン
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
と
き

が
、
近
づ
い
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て

昭
和
59
年
、
ア
リ
ス
ト
レ
ー
ス
は
つ
い

に
1
0
0
号
機
を
生
産
し
、
翌
年
に
は

ア
メ
リ
カ
に
初
出
荷
す
る
に
至
り
ま
す
。

応
接
室
に
長
谷
川
克
次
会
長
が
お
見

え
に
な
り
ま
し
た
。
長
谷
川
会
長
は
日

刊
木
材
新
聞
に
連
載
中
の
シ
リ
ー
ズ

「
木
と
共
に
生
き
て
」
の
、
次
回
掲
載
分

の
原
稿
を
た
っ
た
今
書
き
終
え
た
ば
か

り
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

さ
っ
そ
く
お
尋
ね
し
て
み
ま
し
た
。

長
谷
川
会
長
は
こ
う
し
た
時
代
が
来
る

こ
と
を
予
期
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。「
口
に
は
出
さ
ん
か
っ
た
が
ね
、
い

ず
れ
ス
ギ
間
伐
材
の
時
代
が
来
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
っ
て
の
は
、
予
期
し
て
い
た

よ
」
こ
と
も
な
げ
な
ご
返
事
で
し
た
。

F=

m
α
の
意
味
も
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
創
業
者
、
長
谷
川
会
長
の
会

社
づ
く
り
の
重
い
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。

日
々
の
経
営
に
忙
殺
さ
れ
な
が
ら
も
、

若
い
長
谷
川
社
長(

当
時)

に
は
創
立
の

理
想
が
あ
り
ま
し
た
。
技
術
者
と
し
て

自
立
し
た
社
員
同
士
が
、
意
見
を
交
換

し
あ
い
開
発
を
共
同
で
進
め
ら
れ
る
会

社
を
つ
く
り
た
い
。

会
社
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、

片
腕
に
な
る
技
術
的
な
同
志
が
必
要
だ

と
考
え
、
ブ
レ
ー
ン
と
な
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
卵
を
求
め
て
、
地
元
の
名
門
校
名

古
屋
大
学
と
名
古
屋
工
大
に
乗
り
込
み
、

教
授
に
面
会
を
求
め
て
、
あ
な
た
の
と

こ
ろ
の
学
生
を
う
ち
に
よ
こ
し
て
も
ら

え
な
い
か
と
頭
を
地
に
し
て
頼
み
こ
ん

だ
。
と
こ
ろ
が
、
就
職
担
当
の
教
授
た

ち
は
、
三
十
人
そ
こ
そ
こ
の
無
名
の
町

工
場
に
一
流
大
学
の
卒
業
生
を
よ
こ
し

て
ほ
し
い
と
い
う
長
谷
川
社
長
の
申
し

入
れ
に
、
け
ん
も
ほ
ろ
ろ
の
反
応
を
示

し
、『
あ
な
た
は
何
か
勘
違
い
を
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
う
ち
の
卒
業
生
が

あ
な
た
の
よ
う
な
会
社
に
い
く
と
思
い

ま
す
か
』
と
ば
か
り
に
紙
屑
の
よ
う
に

あ
し
ら
わ
れ
た
。

国
立
大
学
と
い
う
の
は
、
国
民
の
税

金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
名

南
製
作
所
の
よ
う
な
中
小
企
業
も
み
ん

な
税
金
を
払
っ
て
お
り
、
そ
の
お
か
げ

で
安
い
月
謝
で
国
立
大
学
を
卒
業
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
る
に
彼
ら
は
、

大
企
業
に
ば
か
り
就
職
を
し
よ
う
と
し
、

教
授
連
中
も
大
企
業
に
何
人
学
生
を
送

り
こ
ん
だ
か
に
よ
っ
て
、
自
分
の
権
威

を
高
め
よ
う
と
す
る
。
ま
っ
た
く
け
し

か
ら
ん
…
」（「
不
思
議
な
会
社
」

鎌

田
勝
著
　
三
笠
文
庫
よ
り
）

こ
の
と
き
か
ら
名
南
製
作
所
の「
物
理

研
究
会
」
が
出
発
し
ま
す
。
10
周
年
を
迎

え
た
頃
に
は
、
就
業
時
間
内
の
月
曜
日

朝
か
ら
正
午
ま
で
の
四
時
間
の
社
員
全

員
の
勉
強
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
と

う
ぜ
ん
面
白
く
な
い
人
も
出
て
き
ま
す
。

ア
リ
ス
ト
レ
ー
ス
を
開
発
し
た
福
井
強

さ
ん
な
ど
も
そ
う
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
社
長
は
「
ま
あ
、
と

に
か
く
勤
務
時
間
中
な
の
だ
か
ら
出
席

し
て
み
ろ
。
し
か
し
、
面
白
く
な
い
。

わ
か
ら
ん
と
い
う
者
は
堂
々
と
居
眠
り

し
て
よ
ろ
し
い
」
と
言
い
渡
し
た
。
そ

ん
な
わ
け
で
、
し
ぶ
し
ぶ
出
席
し
た
連

中
は
、
は
じ
め
の
う
ち
は
三
分
の
一
近

く
が
居
眠
り
し
て
い
た
と
い
う
。
社
長

さ
え
も
、
つ
ま
ら
ん
話
の
時
は
、
大
あ

く
び
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
前
掲

「
不
思
議
な
会
社
」
よ
り
）

貴
重
な
就
業
時
間
を
割
い
た
「
四
時

間
の
職
場
放
棄
」
は
生
産
計
画
に
支
障

を
き
た
さ
な
い
か
？
と
い
う
危
惧
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
の
杞

憂
に
終
り
ま
し
た
。

今
、
名
南
で
は
、
全
社
員
が
数
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
が
相
談

し
て
自
由
に
テ
ー
マ
設
定
し
て
勉
強
し
、

毎
週
一
グ
ル
ー
プ
ず
つ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
発
表
会
を
す
る
形
式
の
勉
強
会
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
で
聞
い
て
ど
ん

ど
ん
質
問
し
、
答
え
に
窮
し
た
ら
誰
で

も
い
い
か
ら
代
わ
り
に
説
明
に
立
つ
。

レ
ベ
ル
は
だ
ん
だ
ん
に
向
上
し
、
勉
強

会
に
は
協
力
会
社
や
取
引
先
も
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

長
谷
川
会
長
に
は
揺
る
ぎ
な
い
一
つ

の
確
信
が
あ
り
ま
し
た
。
若
い
頃
、
夜

学
で
学
ん
だ
物
理
の
法
則
が
機
械
整
備

に
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
目
の
当
た
り
に

し
た
経
験
と
実
感
で
し
た
。
単
な
る
経

験
則
で
は
ダ
メ
だ
。
科
学
す
る
心
を
持

ち
、
正
確
で
共
通
な
言
葉
で
問
題
を
語

り
合
う
仲
間
の
存
在
こ
そ
、
真
の
開
発

を
生
み
出
す
力
だ
。

名
南
に
は
、
※
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動

法
則
を
名
南
流
に
解
釈
し
た
基
本
ル
ー

ル
（
社
是
）
が
あ
り
ま
す
。
次
に
掲
げ

る
の
は
社
是
本
文
の
一
部
、
第
二
法
則

の
く
だ
り
で
す
。

力
学
は
哲
学
で
あ
る
。

第
一
法
則
（
慣
性
の
法
則
）
…
略

第
二
法
則
（
F=

m
α
の
法
則
）

努
力
す
れ
ば
必
ず
成
長
す
る
。

力
を
加
え
れ
ば
、
必
ず
加
速
度
を

生
じ
、
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
い
く
。

努
力
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
、
努

力
に
時
間
を
か
け
た
も
の
が
、
そ
の
人

の
立
派
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。

ド
ン
ド
ン
、
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
の

で
、
外
か
ら
押
し
た
の
で
は
つ
い
て
い

け
な
く
な
る
。
そ
こ
で
エ
ン
ジ
ン
の
ご

と
く
自
分
の
内
部
か
ら
力
を
加
え
続
け

な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
く
た
ば
る
、
他
人

の
助
け
で
す
な
わ
ち
外
か
ら
加
速
し
て

も
長
続
き
は
し
な
い
。

よ
く
注
意
し
て
思
う
に
、
生
ま
れ
て

こ
の
か
た
、
こ
の
長
く
力
を
押
し
続
け

る
体
験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、

我
々
は
こ
の
法
則
を
認
め
る
こ
と
が
容

易
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

手
か
ら
は
な
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
の
玉

を
、
走
っ
て
い
っ
て
う
し
ろ
か
ら
押
し

て
み
る
と
よ
い
。

第
三
法
則（
作
用
反
作
用
の
法
則
）…
略

社
屋
に
刻
ま
れ
た
「
F=

m
α
」
に
は

「
科
学
す
る
心
」
だ
け
で
な
く
、
世
界
一

の
木
工
マ
シ
ン
を
つ
く
る
社
員
の
哲
学

の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

内
藤
さ
ん
が
社
内
を
案
内
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

名
南
製
作
所
は
一
階
が
工
場
、
二
階

が
オ
フ
ィ
ス
、
三
階
が
未
使
用
の
フ
ロ

ア
と
な
っ
て
い
て
、
四
階
に
会
議
室
、

社
長
室
、
食
堂
、
応
接
室
が
あ
り
ま
す
。

※
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動
法
則

第
一
法
則

す
べ
て
物
体
は
、
そ
の
静
止
の
状
態

を
、
あ
る
い
は
直
線
上
の
一
様
な
運

動
の
状
態
を
、
外
力
に
よ
っ
て
そ
の

状
態
を
変
え
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、
そ

の
ま
ま
続
け
る
。

第
二
法
則

運
動
の
変
化
は
、
及
ぼ
さ
れ
る
外
力

に
比
例
し
、
そ
の
力
が
及
ぼ
さ
れ
る

直
線
の
方
向
に
行
な
わ
れ
る
。

第
三
法
則

作
用
に
対
し
反
作
用
は
常
に
逆
向
き

で
相
等
し
い
こ
と
。
あ
る
い
は
、
二

物
体
の
相
互
の
作
用
は
常
に
相
等
し

く
逆
向
き
で
あ
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
法
則
は
、
別
名
で
そ
れ
ぞ

れ
「
慣
性
の
法
則
」、「
運
動
方
程
式
」、

「
作
用
と
反
作
用
の
法
則
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
に
、
万
有

引
力
の
法
則

F
=
G
(m
m
'/r
2)
[m

とm
'

は
二
質
点
の
質
量
、r

は
両
者

の
間
の
距
離
、G

は
定
数]

が
加
わ

る
こ
と
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学

の
基
本
法
則
が
出
そ
ろ
う
。

と
く
に
解
説
を
要
す
る
の
は
第
二
法

則
で
あ
る
。
現
代
の
力
学
の
教
科
書

で
は
、
力
をF

、
質
量
をm

、
加
速

度
を
α
で
表
し
て

（
1
）
F=

m
α
と
書
か
れ
る
こ
と

が
一
般
的
で
あ
る
。（
比
例
定
数
は
単

位
の
取
り
方
に
よ
っ
て
1
に
で
き
る

の
で
省
略
さ
れ
る
）。
さ
ら
に
、
加
速

度a

は
速
度v

の
変
化（
速
度
の
微
分
、

d
v/d
t

）、
速
度v

は
位
置x

の
変
化

（dx/dt

）
だ
か
ら
、
結
局
、
加
速
度
は

位
置
の
2
階
の
微
分
と
な
っ
て

（
2
）F

=
m
(dv/dt)

と
変
形
で
き
る
。
こ
れ
が
運
動
方
程

式
と
呼
ば
れ
、
力
学
の
問
題
を
表
す

基
本
形
式
と
な
る
。

（『
自
然
哲
学
の
数
学
的
諸
原
理
』
河

辺
六
男
訳
、
中
央
公
論
社
、
世
界
の

名
著
『
ニ
ュ
ー
ト
ン
』
よ
り
）

アリストレースの単板製造の瞬間。社員が固唾を呑んで見守る中の試験だった。電球光が
単板にあてられている。（昭和52年）

カウンター正面に貼りだされた大書

科
学
す
る
心
、

F
＝
m
α

全
員
が
生
き
が
い
を

感
じ
な
い
よ
う
な
名
南
な
ん
か

潰
し
て
し
ま
え
！

仕切りの一切ない2階オフィス　社員全員の居場所　 アリストレースに使われているガンギ
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二
階
オ
フ
ィ
ス
に
は
、
仕
切
り
が
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
会
長
も
社
長
も

含
め
た
全
員
が
居
ま
す
。
で
す
か
ら
四

階
の
社
長
室
に
社
長
は
居
ま
せ
ん
。
誰

が
座
っ
て
も
い
い
と
い
う
社
長
席
が
あ

る
だ
け
で
す
。

一
階
か
ら
階
段
を
あ
が
っ
た
二
階
入

り
口
正
面
に
カ
ウ
ン
タ
ー
。
カ
ウ
ン
タ

ー
前
の
壁
に
は
「
そ
れ
は
、
不
可
能

か
？
」
と
大
書
し
た
模
造
紙
が
貼
っ
て

あ
り
ま
す
。
フ
ロ
ア
真
ん
中
の
柱
に
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
あ
り
社
員
全
員
の

「
在
・
不
在
」
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
海
外
出
張
の
マ
ー
ク

が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。

セ
ク
シ
ョ
ン
は
営
業
、
経
理
、
開
発

と
大
ま
か
な
デ
ス
ク
の
か
た
ま
り
に
な

っ
て
い
る
だ
け
。
こ
の
会
社
に
は
取
締

役
を
の
ぞ
い
て
部
長
、
課
長
、
班
長
も

い
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
所
属

す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
だ
け
で
す
。

広
い
フ
ロ
ア
の
隅
の
一
つ
が
勉
強
会

の
コ
ー
ナ
ー
。
各
グ
ル
ー
プ
の
学
習
テ

ー
マ
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
記
入
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
勉
強
会
に
は
グ
ル
ー
プ

外
の
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
こ
の
場

所
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、

ビ
ー
ル
を
飲
む
こ
と
も
か
つ
て
は
自
由

だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
残
念
な
が
ら
、
今

で
は
車
通
勤
の
人
が
増
え
た
の
で
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
前
は
食
堂
の
冷
蔵
庫

に
は
誰
が
い
つ
飲
ん
で
も
い
い
ビ
ー
ル

が
置
い
て
あ
っ
た
ん
で
す
よ
」
内
藤
さ

ん
の
表
情
は
心
な
し
か
残
念
そ
う
で
す
。

創
意
に
満
ち
、
自
由
に
も
の
を
考
え
、

世
界
一
の
木
工
マ
シ
ン
の
開
発
の
た
め

に
全
員
が
エ
ジ
ソ
ン
の
気
概
を
持
つ
。

名
南
は
そ
ん
な
会
社
で
す
。
こ
の
日
感

じ
た
印
象
は
と
て
も
言
い
尽
く
せ
そ
う

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
に
そ
ん
な
名

南
製
作
所
の
社
風
を
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
一
つ
。

旧
社
屋
時
代
、
誰
が
何
を
書
い
て
も
い

い
と
い
う
掲
示
板
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

（
あ
る
日
の
掲
示
板
よ
り
）

名
南
を
ぶ
っ
潰
せ
！
…
（
略
）
…
全
員

が
生
き
が
い
を
感
じ
な
い
よ
う
な
名
南

な
ん
か
潰
し
て
し
ま
え
！
…
（
略
）
…

俺
な
ん
か
い
つ
で
も
名
南
を
や
め
て
や

ら
ぁ
ー
。

先
輩
へ

（
そ
の
横
に
書
か
れ
た
お
ど
る
よ
う

な
大
文
字
の
文
面
）

そ
う
だ
Ｃ
君
、
名
南
を
潰
し
て
し
ま

え
！

君
の
力
で
な
。

俺
も
な
ん
ど
か
名
南
を
潰
し
て
き
た
。

そ
れ
が
今
の
名
南
の
姿
だ
。

名
南
が
潰
せ
ん
で
、
な
ん
で
開
発
が
で

き
る
！

片
腹
痛
い
！

先
輩
の
一
員
　
社
長
よ
り

（
前
掲
「
不
思
議
な
会
社
」
よ
り
）

―
§

―

木
材
・
合
板
博
物
館
で
は
水
曜
と
土

曜
の
2
回
、
ベ
ニ
ヤ
レ
ー
ス
の
実
演
を

行
っ
て
い
ま
す
。
レ
ー
ス
か
ら
吐
き
出

さ
れ
た
単
板
は
木
の
香
り
が
し
ま
す
。

単
板
が
剥
き
出
さ
れ
た
後
に
は
、
す
り

こ
木
よ
り
も
細
い
芯
が
残
っ
て
い
ま
す
。

「
持
っ
て
帰
っ
て
も
い
い
？
」
単
板

や
残
っ
た
芯
を
手
に
し
た
子
供
た
ち
の

何
人
か
が
、
決
ま
っ
て
口
に
す
る
こ
と

ば
で
す
。
館
で
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
希
望

の
方
に
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。「
ヒ
ノ
キ
だ
っ
た
ら
防
虫
効
果
も

あ
る
ん
で
す
よ
」
ち
ょ
っ
ぴ
り
嬉
し
い

気
持
ち
が
す
る
と
き
で
す
。

そ
し
て
今
は
、
こ
の
機
械
に
は
誇
り

高
い
技
術
者
た
ち
の
血
と
汗
、
情
熱
の

賜
物
で
成
っ
た
由
来
が
あ
る
こ
と
も
、

来
館
者
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
後
記
）

取
材
時
、
お
忙
し
い
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
終
始
て
い
ね
い
に
私
た
ち
に
名

南
製
作
所
の
歴
史
と
現
在
に
つ
い
て
お

教
え
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま

す
。
長
谷
川
会
長
、
営
業
部
の
内
藤
さ

ん
、
参
考
資
料
に
と
鎌
田
勝
さ
ん
の
著

書
を
下
さ
っ
た
取
締
役
総
務
経
理
担
当

の
矢
吹
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

取
材
時
に
感
じ
た
あ
ま
り
あ
る
印
象

を
限
ら
れ
た
誌
面
に
表
現
す
る
に
は
、

力
不
足
を
感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
以
下
を
資
料
と

し
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

記
し
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ
の
謝
辞
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
了
）

「不思議な会社」鎌田勝著　
（三笠文庫）（現在絶版）

日刊木材新聞　平成20年6月28日付～連載　
「木と共に生きて　長谷川克次」

ベニヤレース（木材・合板博物館）

ベニヤレースの実演に見入る子供たち（木材・合板博物館）

小
春
日
和
の
日
曜
日
。
江
東
区
森
下

文
化
セ
ン
タ
ー
の
2
階
フ
ロ
ア
に
は
、

た
く
さ
ん
の
人
の
賑
わ
い
が
あ
り
ま
し

た
。「
江
東
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
で
す
。

年
に
一
度
、
江
東
区
で
無
形
文
化
財
に

認
定
登
録
さ
れ
た
職
人
さ
ん
た
ち
が
一

堂
に
会
し
て
、
伝
統
の
技
と
匠
を
実
演

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
は
27
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
更
紗
（
さ
ら
さ
）
染

め
、
ガ
ラ
ス
細
工
の
江
戸
切
子
、
表
具
、

建
具
、
刀
剣
研
磨
…
…
、
相
撲
呼
び
出

し
裁
着
袴
（
た
っ
つ
け
ば
か
ま
）
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
実
演
す
る
職
人
さ

ん
た
ち
の
手
元
に
は
、
熱
い
視
線
が
注

が
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
一
角
、「
江
戸
指
物
」
の
コ
ー
ナ

ー
。
白
熱
電
球
の
灯
り
の
下
で
黙
々
と

茶
箱
を
作
り
続
け
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

江
戸
指
物
師
、「
茶
の
湯
指
物
　
千
匠
」

の
山
田
一
彦
さ
ん
で
す
。
山
田
さ
ん
は

箱
の
中
仕
切
り
を
組
ん
で
い
ま
し
た
。

い
っ
た
ん
組
ん
で
は
は
ず
し
、
ほ
ぞ
の

部
分
に
鉋
（
か
ん
な
）
と
鑿
（
の
み
）

で
調
整
を
ほ
ど
こ
し
、
再
び
組
み
直
す

こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
目
を
凝

ら
し
て
も
ど
こ
が
満
足
で
き
な
い
の
か

が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
う
、
良
く

出
来
て
い
る
の
に
。
ふ
つ
う
な
ら
誰
も

が
そ
う
思
い
ま
す
。

※
　
　
※

「
指
物
」
と
呼
ぶ
由
来
は
、
板
と
棒

を
組
ん
で
指
し
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
、

あ
る
い
は
物
差
し
を
用
い
て
つ
く
る
か

ら
と
も
。
金
釘
を
使
わ
ず
、
組
み
合
わ

せ
の
部
分
が
見
え
な
い
よ
う
に
鏡
台
や

茶
箪
笥
、
硯
箱
な
ど
の
木
工
品
を
美
し

く
丈
夫
に
仕
上
げ
る
の
が
、
指
物
師
の

仕
事
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

指
物
に
は
「
京
指
物
」
と
「
江
戸
指

物
」
の
代
表
的
な
二
つ
が
有
り
ま
す
。

京
指
物
は
、
朝
廷
や
公
家
な
ど
貴
族
文

シ
リ
ー
ズ

木
の
匠
を
訪
ね
て

―
②

〈
江
戸
指
物
〉

精
緻
を
極
め
た

木
の
意
匠
の
世
界

◎取材協力
「茶の湯指物千匠」山田一彦氏（雅号山田嘉丙）東京都江東区東陽
江戸指物協同組合員　江東区無形文化財登録
江東区伝統工芸保存会会員

簡
素
の
美

茶箱の調整をする

引き出しに整理された小かんなの数々



化
が
栄
え
た
京
都
を
中
心
に
つ
く
ら
れ

た
こ
と
か
ら
雅
さ
を
競
う
特
長
が
あ
り
、

か
た
や
江
戸
指
物
は
武
家
や
町
人
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
華
美
を
廃
し
て
木

目
な
ど
素
材
の
美
を
際
立
た
せ
る
特
長

を
持
ち
ま
す
。
表
面
の
漆
塗
り
は
「
拭

漆
（
ふ
き
う
る
し
）」
で
、
塗
る
作
業
と

拭
く
作
業
を
繰
り
返
し
、
美
し
い
木
目

の
出
る
作
品
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

武
家
と
い
っ
て
も
大
名
好
み
な
ど
で
は

な
く
、
町
民
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
生
ま

れ
た
需
要
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
と
、
こ

れ
は
山
田
さ
ん
か
ら
伺
っ
た
お
話
の
受

け
売
り
。
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江
東
区
東
陽
に
あ
る
山
田
さ
ん
の
工

房
「
千
匠
（
せ
ん
し
ょ
う
）」
を
訪
ね
ま

し
た
。
工
房
に
は
山
田
さ
ん
と
お
弟
子

さ
ん
の
小
川
綾
子
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し

た
。壁

に
整
然
と
架
け
ら
れ
た
鋸
（
の
こ

ぎ
り
）、
鑿
（
の
み
）、
鉋
（
か
ん
な
）

の
数
々
。
使
い
よ
く
配
置
さ
れ
た
、
使

い
込
ま
れ
た
道
具
に
囲
ま
れ
た
工
房
で
、

山
田
さ
ん
は
「
木
造
り
」
の
最
中
で
し

た
。
最
初
の
「
木
取
り
」
に
次
ぐ
工
程

で
、
板
の
反
り
や
寸
法
の
狂
い
を
鉋
で

調
整
し
て
い
く
作
業
で
す
。

山
田
さ
ん
は
中
学
を
出
て
す
ぐ
、
父

の
千
吉
さ
ん
に
つ
い
て
修
業
を
始
め
た

そ
う
で
す
。「
そ
う
い
う
も
の
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。」
歯
切
れ
の
い
い
話
し
方
。

山
田
さ
ん
は
浅
草
生
ま
れ
で
す
。
し
か

し
そ
の
う
ち
、
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
へ
の

思
い
が
止
め
難
く
、
進
学
希
望
を
千
吉

さ
ん
に
伝
え
都
立
工
芸
高
校
に
進
み
ま

す
。「
夜
学
の
木
工
科
で
は
、
木
工
関
係

の
倅
（
せ
が
れ
）
が
大
半
を
占
め
て
い

ま
し
て
ね
。
修
業
を
始
め
る
に
は
早
い

方
が
い
い
。
学
校
の
3
年
間
な
ん
て
、

も
っ
た
い
な
い
。
そ
う
思
う
親
が
多
か

っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
そ
の
後
、
椅

子
メ
ー
カ
ー
、
建
築
事
務
所
な
ど
を
経

て
一
級
建
築
士
の
資
格
も
取
得
、
自
分

に
も
こ
れ
が
進
む
道
と
思
え
て
き
た
頃

…
。
山
田
さ
ん
の
心
に
、
そ
れ
ま
で
思

い
も
し
な
か
っ
た
変
化
が
訪
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
で
い
い
の
か
？
」
再
び
千
吉
さ
ん

に
つ
い
て
指
物
師
の
修
業
を
開
始
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
三
十
歳
を
越
え
て

い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
喜
ば
れ
た
ん

で
し
ょ
う
ね
。「
私
に
む
か
っ
て
顔
に
は

出
し
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。
で
も
嬉
し
か

っ
た
の
じ
ゃ
な
い
か
な
。
翌
日
に
は
オ

ヤ
ジ
の
同
業
の
指
物
師
仲
間
み
ん
な
が

知
っ
て
ま
し
た
か
ら
」

祖
父
が
山
田
嘉
平
さ
ん
、
指
物
師
で

す
。
二
代
目
が
父
の
千
吉
さ
ん
。
山
田

一
彦
さ
ん
が
三
代
目
と
な
り
ま
す
。
雅

号
を
「
山
田
嘉
丙
」。
初
代
の
「
嘉
」
の

字
を
も
ら
い
、
戒
め
を
込
め
て
「
平
」

で
な
く
「
丙
」
と
し
、
屋
号
を
二
代
目

か
ら
字
を
も
ら
い
「
千
匠
」
と
し
ま
し

た
。鉋

が
け
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

工
程
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
鉋
が
使
わ

れ
ま
す
。
江
戸
指
物
で
使
わ
れ
る
材
は
、

ク
ワ
、
キ
ハ
ダ
、
ス
ギ
、
キ
リ
。
ク
ワ

は
高
価
な
の
で
黄
檗
が
よ
く
使
わ
れ
ま

す
。
小
さ
な
鉋
が
引
き
出
し
に
も
あ
り

ま
し
た
。
種
類
も
大
小
も
さ
ま
ざ
ま
、

ミ
ニ
チ
ュ
ア
モ
デ
ル
と
見
間
違
う
よ
う

な
鉋
が
あ
り
ま
す
。
下
端
が
曲
面
に
な

っ
た
鉋
も
。
鉋
刃
は
特
注
品
も
あ
り
、

必
要
に
応
じ
て
鉋
台
は
自
分
で
作
る
そ

う
で
す
。
だ
か
ら
鉋
く
ず
も
い
ろ
い
ろ
。

そ
の
一
つ
に
驚
き
ま
し
た
。
羽
毛
よ
り

軽
く
、
綿
よ
り
も
ふ
わ
ふ
わ
し
た
鉋
く

ず
。
と
ろ
ろ
昆
布
に
似
て
い
る
。
で
も
、

そ
れ
よ
り
も
軽
い
。
一
級
建
築
士
の
資

格
も
持
つ
山
田
さ
ん
は
、
指
物
師
さ
ん

の
な
か
で
も
、
寸
法
ど
り
の
と
く
に
詳

細
な
図
面
を
つ
く
る
方
と
聞
き
ま
し
た
。

し
か
し
指
物
の
調
整
は
、
少
な
く
と
も

図
面
に
記
さ
れ
た
ミ
リ
単
位
の
寸
法
よ

り
、
も
っ
と
微
細
な
世
界
に
あ
る
こ
と

を
教
え
ら
れ
る
鉋
く
ず
で
し
た
。

年
に
何
人
か
は
指
物
師
に
な
り
た
い

と
門
を
叩
く
若
い
人
が
あ
ら
わ
れ
る
そ

う
で
す
。
で
も
「
指
物
の
修
業
に
は
年

季
を
要
し
ま
す
」
し
か
し
技
の
継
承
は
、

な
い
が
し
ろ
に
は
し
た
く
な
い
。
お
弟

子
さ
ん
の
小
川
綾
子
さ
ん
は
修
業
五
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。

だ
か
ら
江
戸
指
物
の
良
さ
を
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

山
田
さ
ん
は
、
江
戸
指
物
協
同
組
合
の

会
員
と
し
て
、
求
め
が
あ
れ
ば
出
来
る

だ
け
体
を
運
ぶ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

地
方
に
出
向
く
こ
と
も
た
び
た
び
で
、

今
は
母
校
の
都
立
工
芸
高
校
で
週
3
回
、

指
導
に
通
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
指
物
の

世
界
を
広
め
、
伝
統
の
技
を
継
承
す
る

た
め
に
、
品
質
の
保
持
は
欠
か
せ
な
い
。

同
時
に
、
い
い
か
げ
ん
な
も
の
を
「
指

物
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
許
し
て
は
お
け
な

い
と
、
山
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

「
も
ち
ろ
ん
、
お
客
さ
ま
が
よ
ろ
こ

ん
で
使
っ
て
い
た
だ
く
と
き
の
こ
と
を

考
え
な
が
ら
、
作
り
ま
す
。
そ
れ
と
指

物
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
品
質
。
し
ま
い

に
、
一
人
の
指
物
師
と
し
て
は
同
業
の

眼
で
す
か
ね
。」
山
田
さ
ん
は
戒
め
の

「
丙
」
の
字
を
生
き
て
い
ま
す
。

地
方
の
展
示
会
に
出
展
し
た
と
い
う

硯
箱
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
漫

然
と
眺
め
る
だ
け
で
は
、
ど
こ
に
組
み

手
の
不
思
議
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
、

わ
か
り
ま
せ
ん
。
合
せ
の
部
分
と
ま
る

で
不
自
然
を
感
じ
る
こ
と
な
く
調
和
し

て
誂
え
ら
れ
た
木
目
の
美
し
さ
。
江
戸

指
物
の
拭
漆
（
ふ
き
う
る
し
）
の
仕
上

げ
は
、
厚
化
粧
で
隠
す
こ
と
を
良
し
と

し
な
い
難
し
さ
を
指
物
職
人
に
要
求
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ど
こ
か
、
や
せ
我

慢
に
も
似
た
難
し
さ
。
江
戸
指
物
の
精

緻
の
世
界
は
、
江
戸
の
「
粋
」
に
通
じ

て
い
る
気
が
し
ま
し
た
。

※
　
　
※

年
明
け
の
三
月
、
江
戸
指
物
協
同
組

合
と
台
東
区
谷
中
の
「
木
楽
庵
（
き
が

く
あ
ん
）」
共
催
で
「
江
戸
指
物
展
2
0

0
9
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
後
援
は
関

東
経
済
産
業
局
・
東
京
都
・
（
財
）
伝

統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
。

◎
と
き
　

2
0
0
9
年
3
月
14
日（
土
）〜
22
日（
日
）

（
入
場
無
料
）

◎
と
こ
ろ

谷
中
　
木
楽
庵
（
き
が
く
あ
ん
）

台
東
区
谷
中
7
‐
4
‐
2

（
0
3
‐
3
8
2
1
‐
2
4
7
7
）

木
楽
庵
の
あ
る
界
隈
は
、
通
称
「
谷

根
千
（
や
ね
せ
ん
）」
と
も
呼
ば
れ
る
散

歩
コ
ー
ス
で
す
。
一
昔
前
の
レ
ト
ロ
な

町
並
み
に
遊
び
な
が
ら
、
江
戸
指
物
の

意
匠
の
世
界
を
堪
能
さ
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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三
代
目
を
継
ぐ

ミ
ク
ロ
ン
に
迫
る
精
緻
の
世
界

伝
統
の
技
の
継
承

江
戸
の
粋
に
通
じ
る
も
の

安
保
木
常
吉（
方
斎
） 

江
戸
指
物
協
同
組
合
員
　
系
譜 

前
田
　
南
斎 

岡
本
　
正
道 

渡
辺
　
凛
三 

渡
辺
　
光 

前
田
文
之
助（
桑
明
） 

浅
沼
　
七
松 

山
田
　
富
之
助 

佐
藤
　
勝
己 
佐
藤
　
進 

佐
藤
　
徳
太
郎 

島
崎
　
國
治 

戸
田
　
敏
夫 

根
本
　
一
徳 

秋
本
　
良
一 

丹
羽
　
政
斎 

立
川
　
喜
助 

井
上
　
猪
治 

井
上
　
喜
夫 

井
上
　
健
志 

河
内
　
素
子 

富
村
　
長
松 

茂
上
　
兵
二
郎 

茂
上
　
豊
二
郎 

茂
上
　
豊 

後
藤
　
金
蔵 

大
渕
　
浩
蔵 

大
渕
　
浩
吉 

大
渕
　
光
高 

清
水
　
辰
五
郎 

渡
邊
　
松
太
郎 

渡
邊
　
昇 

渡
邊
　
彰 

益
田
　
大
祐 

土
屋
　
伊
之
輔 

木
村
　
喜
助 

木
村
　
年
男 

山
田
　
嘉
平 

山
田
　
千
吉 

山
田
　
一
彦（
嘉
丙
） 

大
田
黒
　
剛 

小
川
　
綾
子 

（
修
行
中
） 

（
修
行
中
） 

①茶箱の調整をする山田さん、手前がお弟子さんの小川綾子さん
②ものづくりフェアに出展された木瓜卓（もっこうじょく）
③壁に架けられた鋸（のこ）、鑿（のみ）、鉋（かんな）の数々
④鉋がけをする山田さん
⑤江東ものづくりフェア会場で実演する山田さん
⑥分解した内ほぞ
⑦引き出しに整理された様々なサイズの鑿（のみ）
⑧大小の鉋。山田嘉平氏の「嘉」「か」の字が見える

特許庁の江戸指物の商標登録証

江東ものづくりフェア
会場で

②

④

③

⑧

⑦⑤

⑥

①
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木材・合板博物館のご案内 

東京メトロ有楽町線 
JR京葉線 
東京りんかい高速鉄道 

アクセス 

開館時間 

休 館 日 
＊都合により開館日・時間を変更することがあります 
＊幼児および小学生の入館には、保護者のつきそいが必要です。 
＊団体での見学は事前にお申し込みください。 

より徒歩7分 

よりバス 
②のりば／木11甲・木11折返 

より徒歩1分 

東京メトロ東西線 東陽町駅 

毎週月曜日、火曜日、祝日　年末年始 

午前10：00より午後5：00まで（入館は閉館30分前まで）入館無料 

「木工教室」などさまざまなイベントを企画しております。 
事務局へお問い合せ又はホームページをご覧ください。 

新木場駅 
新木場駅 
新木場駅 

新木場一丁目バス停 

ありさとまきの 

博物館スタッフ 

「合板」と「べニヤ」は違うのですか？ 

Vol.3 合　板 合　板 

「合板」は何と読むのですか？ 

博物館の展示品についてのさまざまな疑問に答えます。第3回
は博物館展示の中心である合板です。 

合板にはどのような寸法のものがありますか？ 

「合板」に使用されるのはどんな木ですか？ 

「合板」の特徴は何ですか？ 

「ごうはん」と読みます。 A

A

1Q

2Q

3Q

A

4Q

A

5Q

A

6Q

A

違います。ベニヤとは単板のことで、合板はベニヤを貼り合わせたもの
です。「合板」は英語で「Plywood(プライウッド)」といいます。「Veneer(ベ
ニヤ)」とは「単板(たんぱん)」のことです。 

「単板」とは何ですか？ 

「単板」はその製造方法によってロー
タリー単板、スライスド単板、ソードベニ
ヤなどがあります。博物館の「単板」は
ロータリー単板で、丸太を薄くかつらむ
きした板のことです。 

「合板」とはどのような物ですか？ 

単板を一枚ごとに90度向きを変えな
がら奇数枚重ね合わせ、接着したもの
です。 

なぜ1枚ごとに90度向きを変えるのですか？ 

単板には、木目が走る縦方向には強く、
横方向には弱いという性質があるから
です。強い方向と弱い方向を交互に重
ねることで、縦横が同じ強さで、伸び縮
みしにくいという特徴が得られます。 

貼り合わせる枚数は決まっているのですか？ 

貼り合わせるのは奇数枚で、製品とし
て出回っているものでは、3枚、5枚、7枚、
9枚、11枚が一般的です。貼り合わせ
る枚数はPLY(プライ)で表され、3枚で
あれば3プライ、5枚であれば5プライと
いったように呼ばれます。 

A
7Q

A
9Q

A
8Q

A
10Q 「合板」はいつ頃からあるのですか？ 

世界最古のベニヤリング(薄板ばり)の手法は古代エジプト王国のトト
メス三世(B.C.1500)と同時代の彫刻に証拠が残されています。日本
では、1907年(明治40年)に名古屋の浅野吉次郎が独自に開発した
ベニヤレースの実用化によって、合板の歴史が始まったとされています。 

一般的な製品では、厚さは2.3mm、2.5mm、2.7mm、3mm、4mm、5.5mm、
6mm、7.5mm、9mm、12mm、15mm、18mm、21mm、24mm、28mm、 
30mmのものがあります。 
また、幅と長さについては、3×6(＝910×1820mm)、3×7(＝910×2120)、
3×8(＝910×2430)、3×9(＝910×2730)、3×10(＝910×3030)、
2×6(＝610×1820)、4×6(＝1220×1820)、4×8(＝1220×2430)、
メーター板では1m×2mなどがあります。 

合板には広葉樹と針葉樹の両方が使われています。広葉樹で代表的
なのは、国産材のシナ、カバ、セン、タモ、ナラ等、東南アジア産のラワン
類、ユーカリ、アフリカ産のアユース、中国産のポプラ等です。針葉樹で
代表的なのは、国産材のスギ・カラマツ・トドマツ・アカマツ・エゾマツ等、
北米産のベイマツ、ベイツガ、スプルース、サザンパイン等、ロシア産の
ロシアカラマツ、オウシュウトウヒ、オウシュウアカマツ等、ニュージーラ
ンド産のラジアータパイン等です。 

「合板」の代表的な特徴は、 
1. 大きな板をつくることができる 
無垢の板は木の太さ以上の幅はとれませんが、合板の場合は、原
木をかつらむきして単板をつくるので、小径木からでも広い面が得
られます。 
2. 強くて伸び縮みしにくい 
単板をタテヨコ交互に重ねて貼り合わせるので、どちらの方向にも
強く、伸び縮みがほとんどありません。また、プライ数を増やすことで、
強固な合板を作ることが可能です。 
3. 割れにくく、加工しやすい 
均質で、釘を打っても割れにくく、加工がしやすいので、いろいろな
ところで使われます。 

（吉田亜里紗） 

木目方向を90度 
向きを変えながら 
重ね合わせます 

● 

接着剤を塗布し 
圧力をかけます 

● 

合板の完成です ● 

新木場タワー3・4F

特集1―開館1周年 来館者1万人達成
特集2―ベニヤレース開発ドキュメント「合板にかけた木工機械メーカーの矜持」
◎木の匠を訪ねてシリーズ②〈江戸指物〉精緻を極めた木の意匠の世界




